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The presentation described the efforts of
an interdisciplinary team of researchers at
Washington State University to develop a
new cattle production/marketing system in
the State of Washington whose objective is
to improve the quality of beef being export-
ed to Japan, A critical part of this project
is the development of a new breed of cattle
based on Japanese Wagyu genetics, as well
as the formation of an altered set of feed-
ing practices which more closely mirror
those practiced in Japan. The objective is
to develop beef products better suited to
the Japanese grading system and Japanese
consumer tastes and thus ensure the State’
s continued role in the increasingly compet-
itive beef export market to Japan, A sec-
ondary objective is to produce high quality
beef for Japanese-style restaurants
throughout the United States.

This project, which is being sponsored
by Washington State University’s Interna-
tional Marketing Program for Agricultural
Commodities & Trade has a number of
components. These include; experiments
comparing the growth patterns, marbling
capabilities and other quality attributes of
Wagyx, Angus and Longhorn steers, a line
of genetics research aimed at determining
which United States beef breeds can be
most effectively crossed with the Wagyn, a
progeny test of 21 percentage Wagyu bulls

now alive in the United States, research to
ascertain the break-even price of feeding
cross-bred Wagyu strains for the Japanese
market, and research which monitors on-
going transformations in the Japanese beef
market.

At the time the presentation was made,
only preliminary results were available.
These indicated that limited Wagyu
genetics were available in the United
States, that the composition of Wagyx fat
was different from that in current U.S.
breeds, and that when fed identical diets,
Wagyu steers have Average Daily Gain and
Feed Efficiency rates which are different
from control groups being used in the
study.
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。
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詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		不合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		合格		適切なネスト
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